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好評発売中!! 
■ 東西の十字路—大英帝国の目を通して見た 20 世紀初頭の中東変革の全貌 
 

近代トルコの台頭 1906～1939 年頃 

The Rise of Modern Turkey, c. 1906–1939  
 

 

オスマン帝国の終焉から近代トルコの誕生まで 

1938 年にケマル・アタテュルクが死去した際、当時の英国駐トルコ大使で

あった Sir Percy Loraine は、外務省への年次報告の中で、「この驚くべき人物

の強力な推進力のもと、わずか 15 年という短期間で達成されたトルコの道徳

的・物質的・政治的進歩の飛躍的な発展」について言及しました。Loraine の

報告書は、大英図書館のインド省文書館からの文書の一部で、本コレクショ

ンに含まれています。 

このコレクションは、20 世紀初頭から第一次世界大戦後の正式な終結まで

のオスマン帝国の衰退の国際的側面に焦点を当てています。同時に、1908 年

と 1909 年の青年トルコ革命から 1923 年のトルコ共和国宣言を経て、戦後の近代化と世俗化プログラム、そして

アタテュルクの死と第二次世界大戦の勃発までの領土的統合に至るまでの、国民国家としてのトルコの出現を追

跡しています。 

20 世紀初頭のトルコに関するインド庁の資料は驚くほど網羅的であり、インドや湾岸地域におけるイギリス帝

国の関心を超えた幅広い内容をカバーしています。湾岸地域における英・オスマン帝国間の対立に関するファイ

ルだけでなく、1900 年代のコンスタンティノープル（イスタンブール）の政治情勢やオスマン帝国領内の出来事

に関する外務省の機密書簡も収録されています。 

第一次世界大戦中には、トルコ各州に関する一連の秘密および機密情報報告書やハンドブックが作成され、「ヨ

ーロッパのトルコ」と「アジアのトルコ」について詳細に記録されました。1920 年代および 1930 年代のファイル

には、財政・経済状況、教育、人口分布、外交関係、軍事・海軍問題、航空関連の詳細情報が含まれています。 

 

大学・学術機関向け 

買い切り（Outright Purchase）・同時アクセス無制限 

       ※大学・学術機関向け IP 接続・同時アクセス無制限でのご利用となります。 

※Archive 買い切りの年間管理費（Annual Hosting Fee）は不要です。 

※正式な見積価格は最寄りの弊社まで別途ご用命ください。 

トライアルも承ります!! 詳細お問い合わせは弊社まで 
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国際的な競争：英国とオスマン帝国の関係 

19 世紀後半のオスマン帝国との関係は、英国外務省とインド省の両機関が担当していました。東インド会社は

18 世紀後半から定期的にコンスタンティノープル（現イスタンブール）に代理人を派遣しており、インド政府も

1870 年代のオスマン帝国によるアラビア半島への拡張以降、継続的な政治的関心を抱いていました。第一次世界

大戦直前の湾岸地域では、オスマン帝国領内の石油利権やバグダード鉄道の建設、さらにはドイツの関与による

国際的な影響をめぐる競争が激化していました。1918 年の戦闘終結後、インド省は長期にわたる和平交渉、オス

マン帝国の解体、および1923年のローザンヌ条約による近代トルコ国家の公式な外交的承認に深く関与しました。 

 

 

近代トルコの興隆 

第一次世界大戦後の和平交渉において、英領インドの関心は、カリフ制の存続とスルタン制の廃止、さらには

旧オスマン帝国領の国境線の画定といった広範な問題に集中していました。同時に、インド省は 1920 年代初頭の

トルコとギリシャの紛争に至るまでの経緯を注意深く監視していました。さらに、1920 年

代から1930年代にかけて、英国外務省の報告書が定期的にインド省の官僚たちに回覧され、

トルコの外交関係や国内政治の動向について継続的に情報を得ていました。 

 
 

■文書のタイプ別に、全 4 セクションに整理されたアーカイブ 
 
1. Handbooks and Intelligence Reports, 1908–1920  

2. Foreign Office Confidential Printed Correspondence, 1906–1913  

3. Ottoman decline and the First World War: Political and Secret Files, 1903–1919  

4. The post-war settlement and the Turkish Republic: Political and Secret Files 

and Collections, 1918–1939 

 
 
収録文書の一例 
• The rise of the Turks. The Pan-Turanian Movement. Handbook prepared under the direction of 

the Historical Section of the Foreign Office, 1919; 
• Railways in Asiatic Turkey and the Baghdad Railway negotiations, 1903–1914; 
• Turco-Italian war, 1911–1913; 
• The Caliphate and Pan-Arab movement, 1914–1918; 
• The question of the Caliphate and Sultanate, 1919–1925; 
• Treaty of Peace with Turkey: Treaties of Sèvres and Lausanne, 1919–1930; 
• Turkey and Greece: war and peace, 1921–1923; 
• Foreign Office annual printed reports on Turkish affairs, 1926–1938; 
• Remilitarisation of Dardanelles: Montreux Conference, 1936–1937 

 
 
 

 
 
 

 
 

 


